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2010 年 
 10 月 

 

195号 

 

◇ 

お 

知 

ら 

せ 

◇ 

◎
第
十
八
回
地
区
別
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

日
時 

 

十
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後
一
時
～ 

 
 

雨
天
中
止 

会
場 

 

青
梅
市
民
球
技
場
野
球
場
（
河
辺
下
河
川
敷
） 

実
行
委
員 

・
奥
多
摩
：
柴
田
拓
也
（
朝
日
建
設
㈱
） 

 

・
青
梅
：
榎
本
義
輝
（
東
京
機
工
土
木
㈱
） 

 

・
羽
村
：
小
高
城
司
（
㈱
村
尾
重
機
） 

・
あ
き
る
野 

日
の
出 

桧
原
：
高
丘
長
武
（
㈱
高
丘
組
） 

＊
組
合
員
、
賛
助
会
員
の
皆
様
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上 

げ
ま
す
。
参
加
申
込
等
は
地
区
実
行
委
員
ま
で
事
前
に
連
絡
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事

業

委

員

会 
 

 

◎
西
多
摩
地
区
建
設
業
界
暴
力
団
等
排
除
協
議
会 

平
成
二
十
二
年
度
研
修
（
講
演
）
及
び
総
会
の
開
催 

月
日 

 

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日
（
金
） 

 

会
場 

 

あ
き
る
野
ル
ピ
ア 

 

三
階
ル
ピ
ア
ホ
ー
ル 

 
 

研
修
（
講
演
） 

午
後
二
時
～
三
時
三
十
分 

 
 
 

 

講
師
・
警
視
庁
組
織
犯
罪
対
策
第
三
課 

管
理
官 

片
山
廣
一 

・
ビ
デ
オ
上
映 

タ
イ
ト
ル
「
み
ん
な
の
力
で
！
」 

・
講
演
、
質
疑
応
答 

 

総
会 

午
後
三
時
四
十
五
分
～
四
時
二
十
分 

 

あきる野夏まつりに参加して 
梅雨が明け、連日猛暑が続く中、８月７日に行われた「あきる野夏まつり」  

この度、西多摩建設業協同組合のあきる野地区委員会のメンバーで初

めての参加をさせて頂きました。 

委員会のメンバーは上坂委員長を中心に若手が多く、テント張りやらの

出店準備も手際良く、意気のあった連携プレイを発揮出来たと思います。 

又、当日はご多忙の中、組合から理事長をはじめ組合員の方々にご来

場を賜り、暑い中にも関わらず激励のお言葉をいただきました。この場

をお借りして御礼申し上げます。 

出店内容としては、委員会で幾度となく討論した結果、焼き鳥・海鮮

焼き・ビール等の販売を致しました。猛暑の中での焼き物に関しては思

った以上に体力を消耗する事になりましたが、委員会のメンバーの一人

一人が受け持った仕事に尽力し、その結果売上げは好調で、閉店の２時

間前には全品完売という良い結果を残す事が出来ました。 

 今回参加させて頂いたことから、地元の方々の笑顔や活気などを肌で

感じる事が出来、より一層「あきる野市」という地域への愛着を感じさ

せられた気がします。 

あきる野地区委員会としては、こ

の地域の災害発生時の対応などを

率先して地域貢献をと考えており

ます。その為にも常日頃より、相互

関係を深くしておく必要性があり、

定期的にも地域で行われる催しに

積極的に参加して、建設業に留まら

ず、他の業界とも協力し積極的に地

域への貢献を果たしていければと

思います。 

                  あきる野地区委員会 
                   委員 隅田貴広（成友興業㈱） 
             

 

就
任
の
ご
挨
拶 

 
 

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協 

東
京
支
部 

西
多
摩
分
会
長 

榎 

森 
 

厚 

志 
 

こ
の
度
、
建
災
防
東
京
支
部
西
多
摩
分
会
定
期

総
会
に
お
い
て
分
会
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
、
㈱

榎
木
工
業
の
榎
森
で
御
座
い
ま
す
。
分
会
長
の
大

役
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。 

会
員
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
業
界
の
発

展
と
労
働
災
害
の
撲
滅
に
努
力
邁
進
し
て
い
く

所
存
で
す
の
で
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

一
〇
〇
年
に
一
度
の
大
不
況
と
も
世
界
同
時

不
況
と
も
言
わ
れ
る
厳
し
い
時
代
で
す
が
、
建
設

業
界
に
求
め
ら
れ
る
期
待
は
大
き
い
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
厳
し
い
か
ら
こ
そ
安
全
第
一
、
安
全

衛
生
管
理
を
見
直
し
０
災
害
を
達
成
す
る
こ
と

で
、
地
域
社
会
に
貢
献
出
来
る
と
考
え
て
お
り
ま 

 

す
。
当
分
会
と
致
し
ま
し
て
は
青
梅
労
働
基
準
監

督
署
、
建
災
防
東
京
支
部
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
な
が
ら
西
多
摩
地
区
の
労
働
災
害
防
止
に
向

け
て
活
発
な
活
動
を
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
関

係
者
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
分
会

長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 

 

 

除
雪
作
業
委
託
（
緊
急
施
行
）
奥
の
四 

 
 
 
 

㈱
武
田
組 

現
場
代
理
人 

武 

田 

正 

三 

第
十
二
回 

西
多
摩
地
区 

安
全
衛
生
大
会
の
お
知
ら
せ 

・
日
時 

十
二
月
三
日
（
金
）
十
三
時
三
十
分
～ 

・
場
所
：
羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル 

・
主
催  
青
梅
労
働
基
準
監
督
署 

西
多
摩
分
会 

他 

 
 

施
工
体
験
記  

 

こ
の
程
、
東
京
都
建
設
局
長
よ
り
平
成
二
十
一
年
度
優
良
工

事
と
し
て
表
彰
を
頂
き
、
大
変
名
誉
な
事
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
本
作
業
委
託
は
、
奥
多
摩
周
遊
道
路
の
奥
多
摩
町
と
檜
原

村
の
境
（
月
夜
見
第
二
駐
車
場
）
か
ら
檜
原
村
数
馬
地
内
（
九

頭
竜
橋
）
ま
で
の
約
九
㎞
を
除
雪
す
る
作
業
で
し
た
。
こ
の
間

に
は
標
高
一
一
四
六
メ
ー
ト
ル
の
風
張
峠
が
あ
り
、
都
道
と
し

て
は
東
京
一
標
高
の
高
い
道
路
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

標
高
の
高
さ
に
よ
る
気
温
・
天
候
を
把
握
す
る
事
が
重
要
で
し

た
。
事
前
に
担
当
監
督
員
か
ら
指
示
を
受
け
作
業
に
あ
た
り
ま

す
が
、
指
示
以
外
に
低
温
に
よ
る
凍
結
並
び
に
降
雪
の
恐
れ
が

予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
周
遊
道
路
内
に
一
番
近
い
数
馬
地
区
の

住
民
の
協
力
を
得
て
、
夜
間
・
早
朝
の
天
候
及
び
路
面
状
況
を

把
握
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
現
地
と
会
社
ま
た
は
自
宅

の
外
気
温
度
を
測
定
し
、
早
朝
よ
り
い
つ
で
も
作
業
が
出
来
る

よ
う
人
員
の
確
保
・
塩
化
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
散
布
機
付
除
雪
車
の

準
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
実
際
、
風
張
峠
と
最
寄
の
Ｊ

Ｒ
武
蔵
五
日
市
駅
付
近
と
の
温
度
差
は
７
℃
位
あ
り
、
毎
朝
温

度
計
を
見
て
路
面
状
況
（
凍
結
）
を
判
断
し
、
出
勤
し
ま
し
た
。

出
発
準
備
後
現
地
に
向
か
い
、
担
当
監
督
員
へ
路
面
状
況
を
報

告
・
指
示
を
受
け
、
早
期
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

 

 
 

今
年
は
例
年
よ
り
積
雪
が
多
く
、
頻
繁
に
降
雪
の
あ
る
年
で

し
た
。
中
で
も
数
日
間
に
渡
っ
て
断
続
的
に
降
雪
し
た
際
、
そ
の

間
周
遊
道
路
は
通
行
止
め
で
し
た
が
、
雪
が
降
り
止
み
除
雪
開
始

時
に
は
、
最
初
の
雪
が
凍
結
し
て
お
り
、
塩
化
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
を

散
布
し
て
除
雪
を
行
う
事
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

大
雪
後
の
除
雪
の
際
は
、
除
雪
車
等
の
重
機
及
び
運
転
手
の
増

員
が
必
要
で
し
た
が
、
奥
多
摩
町
・
檜
原
村
地
区
で
も
同
時
期
に

除
雪
が
必
要
な
た
め
、
そ
れ
程
多
く
の
増
員
並
び
に
緊
急
の
大
型

重
機
を
手
配
す
る
事
が
難
し
い
状
況
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
道
路
際
に
除
雪
し
た
雪
が
置
き
き
れ
な
い
箇
所
が
で
き
、

除
雪
車
と
併
用
し
て
タ
イ
ヤ
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
使
用
し
、
タ
イ
ヤ
シ

ョ
ベ
ル
で
は
届
か
な
い
高
所
の
落
石
防
護
柵
内
を
雪
置
場
と
す

る
な
ど
、
早
期
除
雪
完
了
に
勤
め
ま
し
た
。
作
業
者
に
は
、
気
温

の
上
昇
に
よ
り
能
率
が
上
が
る
昼
食
時
は
重
機
を
休
め
る
事
な

く
交
替
で
作
業
を
行
い
、
山
側
の
法
面
か
ら
雪
が
滑
り
落
ち
そ
う

な
所
や
、
融
雪
後
再
凍
結
が
予
想
さ
れ
る
箇
所
は
多
め
に
除
雪
す

る
よ
う
徹
底
さ
せ
、
早
期
通
行
止
め
の
開
放
と
安
全
通
行
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
委
託
作
業
に
あ
た
り
、
路
面
情
報
を
頂
い
た
皆
様
、
雪
捨

て
場
の
地
主
の
方
々
に
は
御
協
力
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
担
当
監
督
員
の
御
指
導
に
よ
り
、
無
事
終
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
本
作
業
委
託
の
地
元
で
営
む
当
社

と
し
て
、
地
域
貢
献
に
繋
が
る
除
雪
作
業
で

表
彰
を
頂
け
た
事
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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 ９ 月 事 業 報 告  

１日 道路啓開協定業者の自主的出動・緊急巡回訓練実施 
 ２日 あきる野地区委員会 

３日 三多摩建設業連合会 
     平成２３年度東京都予算等に対する要望書 

提出及びヒヤリング実施 
９日 広報委員会１９４号編集発行 

１０日 若手経営者の会 役員会 
１３日 総務委員会 
１４日 労働衛生週間説明会  （西多摩分会） 

会場 羽村市ゆとろぎ２階講座室１ 
      ２部講演「働く人の メンタルヘルス対応」  
１６日 事業委員会     
２４日 正副理事長会・理事会 
３０日 若手経営者の会 役員会 
     工事現場視察研修会実施打合せ 他 

 １０ 月 事 業 計 画  

６日 ㈱建設経営サービス 事業説明会開催 
６日 西建主催「三方よしの公共事業改革」セミナー開催 

     「効率的な工程管理等」出席 
６日 第１８回地区別対抗ソフトボール大会実行委員会 
７日 広報委員会１９５号編集発行 

１２日 総務委員会 
１５日 あきる野地区委員会 
１７・１８日 若手経営者の会（１泊２日工事現場視察研修会） 
２０日 正副理事長会 理事会 
２３日 第１８回地区別対抗ソフトボール大会 
 

《９月２４日（金） 理事会報告 》 

①報告事項 
・平成２３年度東京都予算等に対する要望書提出 

・暴力団追放都民大会 １０月６日開催出席 

・「三方良し」の公共事業推進研究会によるセミナー 
主催：西多摩建設事務所 １０月６日午後開催 

・各委員会報告 

②審議事項 
  ・西多摩地区建設業界暴力団等排除協議会  

研修会及び第５回総会実施の件 11 月 19 日（金） 
・東日本建設業保証㈱新宿支店 

前払金制度の拡充に関する要望書（案）について 
・建設会館駐車場ポール交換（使用不能）の件 

 

◇ 日建学院青梅校（西建協）からのご案内 ◇ 
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

○２級建築士学科（日曜）コース  
  講義日程 １２月中旬スタート 
○１級建築施工管理技士学科講座 
  講義日程 ２月初旬スタート 
○１級土木施工管理技士基礎講座 

講義日程 ３月中旬スタート 

１級建築施工・１級土木施工は、学費が会社負担の場合「建設  

教育訓練助成金」が受けられ学費の５０％（最高額 10 万円）が 

助成されます。 
西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を開 

講いたしますので、会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込） 
等の連絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 
＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先  
  青梅校（西建協）事務局 0428-22-6245 石川 
  日建立川校 042－527－3291 担当：澤田 
 

〈新企画スタート〉  第１回  

 地域からの声 『ここがあぶない』 
①《あきる野市下代継地内の道路》一般都道第１６９号線 

 
道幅が狭いうえ、路面に 

水たまり（深さ５㎝）がで 
きていて田んぼや河川敷 

に水はねなどの被害が出

ています。 
 
 
 
 
 

②《あきる野市渕上の交差点》 
  歩道が狭いうえ、標識と 
 信号柱があるため車いすや 
 自転車が通行できません。 
 
 
 
③《国道４１１号線菅生地内》 
  鯉川橋付近 （写真２枚） 

車道幅員が狭く、大型車 
のすれ違いに支障がある事 
が確認出来ます。 

また、朝夕の通学時間に 
は菅生高校の学生が多数通り、 
非常に危険です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

事 故 

発 生 

《 

青
梅
監
督
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

》 
青
梅
監
督
署
の
課
の
名
称
を
分
か
り
や
す
く
変
更
し
ま
す 

青
梅
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
十
月
一
日
か
ら
、
課
の
名
称
を 

 

業
務
内
容
が
容
易
に
分
か
る
名
称
に
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し 

 

た
。
利
用
者
の
皆
様
か
ら
「
問
い
合
わ
せ
先
が
わ
か
り
に
く
い
」 

と
言
っ
た
ご
意
見
を
受
け
た
も
の
で
、
引
き
続
き
行
政
サ
ー
ビ
ス 

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

な
お
、
今
回
の
変
更
は
名
称
の
み
で
、
担
当
業
務
、
受
付
窓
口 

等
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 

 

８月号でご案内致しました、 
新企画掲載を予定通り今月号よ

り掲載いたします。 
引続き、皆様からのご意見、 

情報、その他何でも結構です。 
投稿宜しくお願いいたします。 

        広報委員会 
 

(現行) 
 (変更後) 

 
第１課 

第２課 

第３課 

監督課 

安全衛生課 

労災課 

監督及び庶務業務担当

  

安全衛生業務担当

  

労災業務担当 



 


